
令和 2 年 蘇遙会学内運営委員会議事録 

 
 日時 令和 2 年 7 月 2 日（木）12：00～12：50 
 場所 熊本大学工学部 1 号館 3 階 土木建築学科土木系教室会議室 
 出席者  

蘇遙会会長 山尾 敏孝 

教室長 辻本 剛三 

教室 2年担任 椋木 俊文 

令和 2年度学生部 花宮 遼太 他 6名 

令和元年度学生部 鶴田 峻真 他 1名 

事務局 森永 尚子 

 
資料の訂正 

3 ページ 「 2）令和元年度会計報告および監査報告」の番号欠落 
6 ページ 「 3）学生部活動報告」の番号欠落と項目名違い 
9 ページ 「 4）学生部決算報告」の番号欠落と項目名違い 
10 ページ 「 5) 福井育英奨学金報告」の番号欠落 
11 ページ 「 6）各支部報告」の番号欠落と項目名違い 
13、14 ページ 「予算案詳細 2.支出の部 (3)交通費 2）山水会総会参加旅費」の R02 予算

額 6,000 円は 60,000 円の間違い 
 

≪報告、討議事項および決定事項≫ 

1 令和元年度事業報告および決算報告 
1） 令和元年度事業報告 

 データカードの印刷および情報誌の郵送は事務局作業の予定だったが，情報誌原稿の遅れ

のため外注した。 
 送付数 3,407 件（郵送数 3,165 件、学内 103 件、メール 139 件） 
 DC 回収数（令和元年 8 月～令和 2 年 3 月）347 通 （昨年比：126 件増） 
 インターネットによるデータの修正数（ 同期間 ）318 件 （昨年比：115 件増） 
 新型コロナの影響による卒業式・卒科式が中止となったため，本年 3 月卒業・修了生の会

費集金を研究室ごとに依頼し、無事全員分集金できた 

 
2） 令和元年度会計報告および監査報告 
 データカード印刷および郵送を(有)プリンティングサービスに依頼したため、印刷費、通信

費、事務費に予算と大きく差が出た 
 繰越金を除く実収入 1,902,006 円に対して実支出 2,180,986 円は 278,980 円の赤字である 
 消費税引き上げに伴う支出の増加があった 
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3） 学生部活動報告 
 予定していた「1 年生進路相談会」は開催できなかったが、その他の行事で 1 年生と接する

機会を持ち、進路を考える上でのアドバイスができたと思う 
 進路相談の手助けになった（椋木先生） 

 
4） 学生部決算報告 

 
5） 福井育英奨学金報告 

 
6） 各支部報告 

資料記載の通り 
 

2 令和 2 年度事業計画および予算案 
1） 令和 2 年度事業計画 
 新型コロナの影響による蘇遙会運営委員会の中止 
 山水会土木部総会の中止により，学生部部長の参加も中止となる 

 
2） 令和 2 年度予算案 
 情報誌とデータカードの印刷および郵送を業者に依頼する 
 郵送費を安くあげるため，メール送付を増やす 

→本年 3 月卒業・修了生のほとんどをメール送付にて登録した 
 送付対象を 1 年ごとに減らす 

→送付対象者最高齢を 89 歳（卒後約 67 年）とし，送付に区切りをつける 
 新型コロナの影響により，5 月作成の予算に一部変更がでるため，(2)交通費、(4)会議費およ

び(9)予備費を修正したもの（別添）を承認願いたい 
 

3） 学生部活動予定 
 コンセプトは「広げる」 
 新型コロナの影響により，花見は中止とした 
 その他の行事も 6 月末現在で何も開催できていないが，新型コロナが落ち着き次第，時期が

ずれても開催を目標に模索中 
 2 年生の蘇遙会会費徴収は第 2 タームで対面授業が始まった時に行う予定 
 Facebook はあまり利用されていないようだが，在学生にはどのようにして情報を伝えてい

るのか？ 
→LINE やツイッターを使って行事の開催などを告知している 

 Facebook を利用して OB に向けてこまめに活動情報を発信してはどうか 
→検討してみる 
 

4） 学生部予算案 
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 学生活動費の増額 … 2 年生にバッジを配布する（昨年の 1 年次には配属学科が未定のた

め配布せず） 

 2 年生の学生会費未徴収のため，事務局からは前渡し金として 20 万円を渡している 
 

5） その他 
(ア) 福井育英奨学金寄付金口座の管理の移管 

→ 学科と口座管理者（北園前会長）とで協議 
(イ) 学生部の情報誌作成協力依頼 

→学生の意見等を収集中 
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